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撮影日時：1946年 1月 31日 
撮影場所：大村海軍病院 
写真出典：Sumiteru Taniguchi. Wikipedia,  
the free encyclopedia.  
Retrieved 15 December 2017. 





































































原寸 9.1×5.5 cm. 







































































































りのはじまり」(the beginning of the end for nuclear 
weapons)にしなければならない。谷口さんはそれ










（NPT 再検討会議, 2010 年；NGO 主催「国際平和
地球会議」2015 年；長崎平和祈念式典における「平
















真集団長崎支部『写真集 長崎の証言  THE 

































かさにふれている。Peter Townsend, The Postman of 
Nagasaki: The True Story of a Nuclear Survivor. Collins, 












（注６） Robert J. Lifton, Death in Life: Survivors of 





























を打出して、「アイデンティティ(The Problem of 













and Human Survival. Random House, 1970.)の序論
“On Becoming a psychohistorian”)、ならびに高橋
眞司『続・長崎にあって哲学する―原爆死から平





「肉体(le corps)」と「精神(l’ esprit)」と「叡智(la 












Blaise Pascal, Pensées et Opuscules, par M. Leon 
Brunschvicg. Classiques Hachette, Section XII, 
Fragment 793, pp. 695-697 ; 『パスカル瞑想録（パ
ンセ）』由木康訳、白水社, 1938 年, 428-431 ページ；
パスカル『パンセ』前田陽一・由木康訳、中公文




の書誌を添えておこう。Pascal, Pansées, Fragment, 
829. Oeuvres Complètes. Edition, établie par Jacques 
Chevalier. Bibliotheque de la Pléiade, 1954. pp. 1341-
1342. 田辺保訳、パンセ I、『パスカル著作集』第６








実である」と言っている。Jean Jacques Rousseau, 
Discours sur l’Origine et les Fondements de l’Inégalité 
parmi des Hommes. Oeuvres Completes III. 








































（注１１） 山口仙二が「第 2 回国連軍縮特別
総会」(SSD-II, 1982)において発言したスピーチの
『平和文化研究』第 38 集（2018 年 3 月） 
42 
英語版、ならびに日本語版はいかの通り。 
Senji Yamaguchi, “No More Hiroshima, No More 
Nagasaki”. Appeals from Nagasaki. Edited by Shinji 
Takahashi. Circulated in Manuscript since 1985 and 
published by Nagasaki Association for Research and 




訴え』1993 年、27-31 ページ。 
（注１２） 谷口稜曄は山口仙二のこの国連演
説（1982 年）を「忘れてはいけない」ものとして




















平和責任』北樹出版、2015 年、270, 273, 324-325 ペ
ージ参照。                                                  
（注１4） 国連で「核兵器禁止条約」が採択され
る直前に、谷口稜曄さんが語った最後のビデオ・
メッセージがある。それは YouTube「長崎の被爆
者・谷口稜曄のラストメッセージ」で視聴できる。
ここで谷口さんは「私たち被爆者が、もし一人も
いなくなった時に、［核廃絶をめぐる国際情勢が］
どんな形になっていくのか、それがいちばん怖い」
と、「死の床」から、最後の最後まで、警鐘を鳴ら
しつづけた。 
